
５ 東京都立両国高等学校附属中学校 
解答例 

 

適性検査Ⅰ 

１ １００点 

〔問題１〕 １５点 

何世代にもわたって伝えながらつくり出されてきた 

ことを思わせる隙間
す き ま

や傷
きず

のある家具などが新しい命を感じさせるから。 

〔問題２〕 ２５点 

書き手の主観の入っている真実を読んで、書かれていない事実を考えること。 

〔問題３〕 ６０点 

（省略） 

 

適性検査Ⅱ 

１ ３０点 

〔問題１〕 １５点 

〔道順〕 

 スタート                             倉庫 

 （ エ ） →     キ → オ → イ → カ      →  ケ 

〔式と文章〕 

５＋７×１．４＋７＋１０×１．４＋１３＝４８．８ 

ロボットの分速は１２ｍなので、１ｍ進むには、５秒かかる。ブロックを１個運ん 

でいるときは７秒、ブロックを２個運んでいるときは１０秒、ブロックを３個運ん

でいるときは１３秒かかる。また、１．４ｍ進むためには、１ｍ進むときよりも時

間は１．４倍かかる。わたしが考えた道順に合わせて、かかる時間をそれぞれたし

合わせると、４８．８秒になる。 

〔問題２〕 １５点 

ヒント（え）：全ての電球の明かりが消えている状態で、 

あ    ２と２と２のスイッチをおしたあと、 

明かりがついていたのは①と②の電球であった。 

表５ 太
た

郎
ろう

さんと花子さんがさらに書きこんだ表 
 

 ①の電球 ②の電球 ③の電球 ④の電球 

Ａのスイッチ × 〇 〇 × 

Ｂのスイッチ 〇 × 〇 〇 

Ｃのスイッチ × 〇 〇 〇 

Ｄのスイッチ × × × 〇 

Ｅのスイッチ 〇 〇 〇 × 

Ｄ Ｂ Ａ 



２ ４０点 

〔問題１〕 ２０点 

〔問題２〕 ２０点 

（図２と図３から一つずつ選んで○で囲みなさい。） 

図２： ①  ②  ③     図３： ④  ⑤  ⑥ 

〔農家の人たちの立場〕 

共通する利点は、カフェ事業を始めたり、新しい観光ルートを提案したりして、 

来客数が増えて、売り上げが増加したことである。 

〔農家以外の人たちの立場〕 

消費者にとって共通する利点は、新しくできたカフェをおとずれたり、加工工場 

見学などの新しい観光ルートを体験したりして、新たなサービスを受けられるよ 

うになったことである。 

 

３ ３０点 

〔問題１〕 １４点 

（１）ウ 

（２）葉の面積を同じにしたときの葉についたままの水の量が多いか少ないかを比

べ、水てきが葉とくっついている部分の大きさが大きいか小さいかを比べる

ことによって判断した。 

〔問題２〕 １６点 

（１）図３から黒色のインクがついた部分がより少ないので、すき間がより広いと考 

えられ、図４からおもりをのせるとよりちぢむので、厚みがある方向にもすき

間がより広いと考えられる。つまり、あらゆる方向に、水が入ることができる

すき間がより多いから。 

（２）じょう発した水の量は、箱とシャツの合計の重さが軽くなった量からＴシャ 

ツの重さが重くなった量を引くことによって求められる。キは、Ｔシャツによ 

   ってきゅうしゅうされた水の量とじょう発した水の量のどちらも最も多いか

ら。 

 

 

（選んだ一つを○で囲みなさい。） 
 

第２次産業                       第３次産業 

しゅう業者数は、１９６０年と比べて１９９０年は増加し、１９９０年と比べて 

２０２０年は減少している。 

しゅう業者数の最も多い年れいそうは、１９６０年は１５～２４さい、１９９０年 

は３５～４４さい、２０２０年は４５～５４さいと変化している。 



適性検査Ⅲ 

１ ５０点 

〔問題１〕 １５点 

Ａ ９００円 Ｂ ３００円 Ｃ ２５％ 

 

〔問題２〕 １５点 

クマ、カワウソ、トラ 

 

〔問題３〕 １０点 

ア １ イ ６ ウ ２ 

エ ５ オ ４ カ ３ 

 

〔問題４〕 １０点 

 

トラ トラ キジ バク キジ 

ゾウ クマ トラ トラ バク 

トラ ゾウ クマ ゾウ クマ 

トラ ゾウ キジ ゾウ バク 

 

 

 

 

 



２ ５０点 

〔問題１〕 １０点 

 

 

 

 

 

〔問題２〕 ２０点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ベルトコンベアの動く速さは、秒速５０ｃｍである。機械Ａ、機械Ｂは共に 

１秒ごとに元の位置でクリームをぬり始める。このことから、機械Ｂがぬる     

クレープき地の間かくは５０ｃｍとなる。さらに、二つのクレープき地の中 

心と中心の間かくを２等分する点に機械Ａがぬるクレープき地の中心を置け 

ばよい。よって、クレープき地の中心と中心の間かくは全て２５ｃｍとなる。 

最も効率よくぬるために、機械Ａと機械Ｂの間かくも２５ｃｍにすればよい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                           ｃｍ 

クレープ生地
き じ

の中心と中心の間隔
かんかく

 ｃｍ 

機械Ａと機械Ｂとの回転の軸
じく

の間隔 
ｃｍ 

理由 

５０ 

２５ 

２５ 



〔問題３〕 ２０点 

 

（１）＜３秒後までの状態を表す図＞ 
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